
メーデー宣言 
 

 
本日、私たちは第93回福井県中央メーデーを開催した。多くの仲間が現地に集うメ 

ーデー開催は3年ぶりとなる。 

日本のメーデー100年となった2020年から今日に至るまで、新型コロナウイルス感

染症により、人と人との接触が制限されてきた。未だ収束の見通しは立たないものの、

本日こうして多くの仲間が結集することができた。働くことの尊厳を守り、働く者の

多様な思いを集結させるメーデーに際して、「つながること、団結すること」の重要

性を再確認し、この喜びを皆で分かち合おう。 

 

国内に目を向けると、激甚化・頻発化する自然災害をはじめ、私たちの生活に多大

な影響を及ぼし続ける感染症、そして浮き彫りとなった社会的セーフティネットの脆

弱性や深刻化するさまざまな格差が、今なお社会に大きな痛みを与えている。 

特にコロナ禍は社会の脆弱さと不条理を明らかにした。だからこそ私たちは、自己

責任の「自助」ではなく、支え合い・助け合いの「公助」と「共助」に重きを置く。

その実現のためにも、雇用形態の違いなどによる様々な格差の是正の取り組みと共

に、ジェンダー平等をはじめ、多様な価値観・背景を持つ様々な人たちの社会対話を

さらに進めよう。 

 

他方、世界に目を転じたとき、決して看過できないことがある。今から2ヵ月前、ロ

シアがウクライナへの軍事侵攻を開始した。独立国の主権とそこに暮らす人々の生活を

踏みにじり、平和と秩序を武力によって破壊する暴挙を断じて許してはならない。 

今こそ私たちは、平和・人権・環境・労働が守られる、自由で民主的な世界の構築

に向け、連合に集う仲間との、そして、関係する多様な団体との「連帯」を一層深

めていこう。 

 

加えて、こうした様々な危機の克服と人々の不安を払拭するためには、私たち一

人ひとりが政治や政策・制度にこれまで以上に関心を持ち、関わっていくことがま

た必要となる。 

来る第26回参議院議員選挙や今後執行される各自治体議員選挙においては、私た

ちと政治理念や政策の考え方を共有し、その実現に向けて協働する立場で活動する

議員を一人でも多く国政や地方議会の場に送り出さなければならない。私たちの投

票行動を通じて、社会を変える力が私たちにはあることを示し、必勝に全力を尽く

していこう。 

 

今この時も、私たちの生命・生活、そして社会を懸命に支え続けている数多くの働

く仲間がいる。社会を支え続ける仲間たち、すべての働く仲間の奮闘を互いに称えつ

つ、誰一人取り残されることのない社会、一人ひとりが尊重される多様性を認め合う

社会をめざし、みんなが輝く未来を、力をあわせてつくっていこう。 

以上、ここに宣言する。 
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